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17回目の「1･2･
み
３・会」（新制１１期生の会）

宮　腰　瑞　夫

東京同窓会の故板倉会長から「同窓会に来てみないか」と葉書を

いただき、巷渓会館へ向かったのはもう20年以上前でしょうか。

小生は阪神旭区で社会人となったので､秋田県出身者に会えるこ

とは稀有であった。そのせいか、同窓会で能代高校の旧友に会え

るかも知れない…という期待に胸をはずませながら地下鉄の蕩荷谷駅に降り立ちました。

　同窓会で田中善明君、太田勝治君に出会えた。田中君は剣道部で、太田君は文芸部

で、小生は硬式野球部でそれぞれ部活に熱中した時代以来のことでした。

　談笑の中で、同期会をつくろうと持ち上がり、82年１月23日、池袋のピアノ・バー

「エテルナ」にの店は、剣道部主将　伊藤正男君が建装した御縁で決まった）で18人

の仲間が集合し旗揚げした。開催日にちなんで「１・２・３会」とし、池袋の「秋田屋］

六本木の「能代」門前仲町の「男鹿半島」新小岩の‾寒風山」等で同期会を重ねてきた

が、今年２月は西麻布の『鹿角」で第17回を迎えた。その仲間も２～３年後に還暦が迫

り来る。本卦還が21世紀へのブリッジとなるのも辰巳年の運命でしょうか。意気軒昂

で間成したいものである。（新制11期生）
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「ヤツメ、キリタンポ」の集いのお知らせ

　　　　　　　　　　　　　事務局長　八　柳　昭　義

● ●

　昨年から「キリタンポかやぎ」と「ヤツメかやぎ」、その他「かすべの煮物」、「たら、ダ

ダミッコ鏑」、「はたはたのすし」などの郷土料理を食べる集いを開催しております。

　この集いは能代市内の各高校東京同窓会の主催で行い､末代川流域の能代､北秋田､大館

地区の高校同窓会の方々が集まって催しています。

　この集いはヤツメ、キリタンポ、カスベなどを食べたい方が出席する集いです｡その他の

主旨は一切無しです｡会場は東京都品川区北品川の御殿山森ビル内の御殿山ヒルズレストラ

ンです｡料理の材料については､ヤツメは末代川河口で取れたもの、キリタンポの鶏肉は能

代西高校で飼育された鶏を提供してもらい、キリタンポは能代の「関根のキリタンポ」、ま

い茸も能代の吉田きのこ工房(能代高校出

身)のまい茸､その他カスベ、ダダミッコ、

はたはたのすしなど能代から取り寄せたも

のを使用しています。

　次回は来年２月中旬の土曜日午後に開催

の予定です｡ヤツメなどを食べたい方は是

非ご出席下さい｡出席ご希望の方は返信葉

書の通信欄の「ヤツメ会出席」に○印をつ｝

けて出して下さい｡日程が決まり次第案内

書を送付致します。

作家･灰谷健次郎さん(右)ハ戸さん(北高OB)
も参加してくれました。11期生の大高氏(中)
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